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別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和 4年度第 9回 大平地域会議 

開催日時 令和 5年 2月 22日（木） 午後 6時 30分 開会 午後 8時 00分 閉会 

開催場所 プラッツおおひら 2階 多目的ルームＡ 

出席者氏名 別紙のとおり 

欠席者氏名 別紙のとおり 

事務局職員職氏名 別紙のとおり 

その他出席者等 別紙のとおり 

会議事項 (1) 開会 

(2) 会長あいさつ 

(3) 情報提供 

指定緊急避難場所・指定避難所の見直しについて（危機管理課） 

(4) 議  事 

 ① 大平地域未来ビジョンについて 

  ・栃木市地域未来ビジョン（案）について（説明） 

  ・大平地域未来ビジョンの策定について（審議） 

 ② 大平地域会議活動実績（令和３年度～令和４年度）について（説明） 

 ③ 地域会議委員アンケート結果について（説明） 

(5) その他 

  今期の大平地域会議を振り返って（各委員より） 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 0名 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

●事務局 

●会長 

 

 

●説明者 

●委員 

●説明者 

 

 

 

●委員 

 

●説明者 

(1) 開会 

(2) 会長あいさつ 

(3) 情報提供 

指定緊急避難場所・指定避難所の見直しについて（危機管理課） 

資料により説明 

・東武新大平下駅の西側の広場は、指定は無いのでしょうか。 

・避難場所には指定していません。屋内施設もないということと、類似の公園につ

いても指定は無いです。運動公園のように大きな公園は避難場所として指定して

いるケースはあります。 

 

・避難場所等の検討はありましたが、そこに至る道路の検討は無かったんでしょう

か。避難したために被害に遭ったケースもある。 

・避難経路については決めておりません。普段からハザードマップを確認したり地
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●委員 

●説明者 

 

●委員 

 

●説明者 

 

●委員 

 

●説明者 

 

 

●委員 

●説明者 

 

 

 

 

 

●委員 

●説明者 

 

 

 

 

 

●委員 

 

 

●説明者 

 

 

 

 

 

 

 

●事務局 

域の状況を見て皆さんで考えていただきたい。駐車場については、沢山あった方が

いいですが、基本的に込み合うことが予想されますので早めの避難をお願いして

います。また、近くでなくても遠くの避難所でも構いません。 

・大平公民館は以前駐車場が水没していると思いますが大丈夫なのでしょうか。 

・避難スペースは大丈夫でした。駐車場については、必ずしもマップ通りに水が来

ないということは無いので、その時の状況を見て考えていただきたい。 

・令和元年度に水没した場所も避難場所となっている場所もあるということです

か。 

・ハザードマップで水害に遭う想定の場所は建物の 2 階以上という指定になって

います。 

・ラジオの緊急情報で避難しますが、それを受けても各自で判断してくださいとい

うことになるのですか。 

・台風が接近している場合などは、進路やこれからの雨を想定して暗くなる前に避

難情報を出すように心がけていますので、危険が迫る前に避難していただくこと

をお願いできればと思っています。 

・わかりました。 

・車の被災は結構あります。まずは命を守る行動をしてくださいということで、水

没する地域であっても 2 階以上に避難していただく施設があります。そうした場

合は、車は水没することになります。しかし命の次は資産を守るという意味では、

車も避難できるようにヤオハンアイムの上とか、大平ですと、とりせんの上に車を

置かせてくださいという協定になっています。ハザードマックを日頃から見てい

ただいて、家庭の中で検討していただければと思います。 

・水没した地域に向かって逃げろというのはちょっと。 

・永野川の改修工事は台風 19 号と同等の水害ぐらいは防げる想定で工事をしてい

るということで、工事が完成すれば多少は不安も拭えて来るのかなと思います。 

・避難方法はいくつかあると思います。2階のある人は垂直避難ということで上に

逃げるという選択もあります。冷静な行動を取れるように日頃からかんがえてお

いていただけたらと思います。 

 

・将来、大平文化会館が閉館になる事が決まっていますので、そうなった場合、体

育館とか公民館も一緒に閉館になるのでしょうか。そうなった場合、ここに避難を

想定している 500人近くの人はどこに行けばいいのでしょうか。 

・断定はできませんが、公共施設の複合化が計画されております。そのなかで避難

所の機能も持たせたかたちで造るっていくということは、私たちの方からもお願

いしている所ですので、そこに避難するというかたちがとれるかなと思っており

ます。その他にも、例えば学校などの活用が考えられるかなと思っております。 

 

 

(4) 議  事 

 ① 大平地域未来ビジョンについて 

  ・栃木市地域未来ビジョン（案）について（説明） 
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●事務局 

●委員 

●事務局 

 

 

 

●委員 

 

 

●委員 

●事務局 

 

 

●委員 

 

●事務局 

 

 

 

●委員 

 

●事務局 

 

 

 

●事務局 

 

 

●事務局 

 

 

 

    資料により説明 

   質疑・意見なし 

 

  ・大平地域未来ビジョンの策定について（審議） 

    資料により説明 

・文字のフォントが気になったのですが。 

・あまり見慣れないフォントになっているのですが、新しいユニバーサルデザイン

フォントと言いまして、誰もが見易いフォントということで使用させていただい

ているところかと思います。 

 

・地域の概要の観光資源に東山道がありますが、山田の清水寺あたりのことを言っ

ているのかなと思いますが、伝承ということで考えていただきたい。 

 

・事業イメージの候補がありますが優先順位はどうなっていますか。 

・今後の地域会議で、こういったものに目を向けて活動していきましょうとするビ

ジョンなので、あえてここでは優先順位をつけずに自由度を残してあります。 

 

・地域の魅力課題というなかで、旧所名跡や地域住民の多国籍化の学校教育への活

用という意味が分かりづらいかなと思いました。 

・ここは、分けるとするならば、旧所名跡の学校教育への活用と、多文化共生の学

校教育に生かしていこうということになります。あまり細かく分けるなというこ

とで、分かりづらい表現になってしまっているかもしれませんが、そういった内容

です。 

・ありがとうございます。 

 

・再度審議していただいてこれでよろしければ拍手をいただきたい。 

 －拍手－ 

 

 ② 大平地域会議活動実績（令和３年度～令和４年度）について（説明） 

  資料に基づき説明 

 

 ③ 地域会議委員アンケート結果について（説明） 

  資料に基づき説明 

 

(5) その他 

  今期の大平地域会議を振り返って（各委員より） 

 

(6) 閉会 
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別紙 出席者及び事務局職員 

 

 出席者（委員） 

会長 藤野 晴彦   副会長 黒田 愛美子 

委員 荒山 菜穂子  委員 石塚 光広   委員 川田 健太郎  委員 石塚 雄二 

委員 伊藤 政博   委員 田村 誠志   委員 土屋 裕子   委員 野上 恵理子 

委員 藤倉 竜広   委員 松本 春美      委員 吉田 真紀   委員 若柳 英都 

委員 和久井 賢司   委員 和久井 紀明 

 

欠席者（委員） 

委員 柳田 和子 

 

 出席者（事務局） 

大平地域まちづくりセンター 所長   小島 清 

同           課長補佐 小林 勝利 

同           主査   戸田 良訓 

同           主査   三浦 正明 

同           主査   山口 友香 

 

 傍聴 

  なし 


